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論 文 内 容 の 要 旨
本 論交 は,緒 論,本 論,結 論 を以て 構 成 され,本 論 は二 編 に分 れ第 … 編は 緑 令 の研 究,第 二 編 は
田 令 の研 究 に あて られ てい る。
緒論 に於 い て は,研 究 目的,研 究方 法,律 令 制胎 与 の基本 的性格,等 を論 じた 。
研 究 の 目的 は,大 化改 新 を契 機 と して,政 治的支 配 階 層,即 ち,律 令 官人 の経 済 源 に どの よ うな
質的変 化が 生 じたか,そ してそ の変 化 が 「律 令」 に ど うい う制 度 と して 集約,固 定 され るか を 明 ら
か にす る こと で あつ た 。
そ の た め に採 用 した研 究方 法 は.大 化以 後,制 度 と して完 成 され 固定 した ものを大 宝律 令に求 め
そ の緑 令,田 令 等,律 令 官人 の経 済 源 に関す る規定 の関 係条文 を復 元 し,養 老 令条 文 との比 較 研究
を通 じて 制度 自体 の十 分 な る理 解 を 導 き出す こ とを第一 義 と した 。
次い で,大 化 ・ 大 宝間 の事 情.更 に 中国 の制 度 の影 響 を能 う限 り調査 し,且.施 行 に関 す る法
的手 続 き,等 を 考察 す るこ とで あつた 。
政治 的支 配 階 層 の経済 源,別 な表 現 を用 いれ ば律 令 制給 与 であ る 。そ の基 本 的性 格 を論 じた が,
そ の際,国 家権 力が 定 め られた 法 典 を も とに して国 家 の富 を徴収 しそ れ を政 治的 支 配 階層 に分 配 す
る とい う形 態 を とる とい うこ とを前提 と して考 え なけ れ ば な らない と した 。以上 を前 提 と して,通
説 で多 岐 にわ た る律 令 制給与 を,位 階 に伴 う給与 一 生 活給,官 職 に 伴 う給 与一 職務 給,等 と説 いて
い る点 を批判 し,そ の よ うな区別 は絶 対的 な ものでは な く,た ぼ支 給 条件 の相違 を示す だけ で あ り,
そ の根 底 には 共 に 巾広 い意 味 で の官仕 が要 求 され,そ れ に も とつ い て支給 され る こ とを 指摘 し,更
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に,給 与 の歴 史的 用語 に 統 一が なか つた こ と,支 給者 は 形式 的 には 天皇 であ るが 実質的 に は前 述 の
形 態 で あ る こ と,等 を考察 した 。
本論 第一 編 は全 て緑 令 の研 究 に費 し六 章 に分 け た。
第 一 章季 緑法 の研 究(一一)緑 令 で規 定 してい る諸給 与 の うち,季 緑 は1つ の主 要 なも ので あ る。
そ こで,ま ず,緑 令 第1条 の検 討か らは じめ た。季 緑法 が 唐 の 緑制 を母 法 と して成 立 した こ とは た
しか で あ る。そ して,日 本 に澄 い ては,大 化以 後,浄 御 原令 に診 い ては すで に採 用 され 完 成 してい
た よ うに思 わ れ るの で あ るが,そ の制 度 の全 貌 を知 る こ とので き る律 令 は大 宝律 令 か らで あ る。季
緑 は,所 定 の勤 務 日数 を満 た した京 官そ の他 の 官人 に,2月 と8,月 と年2回 支 給 され る給 与で あ り
それ は ま た 官位 相 当 制 と不 可 分 の関 係 を もつ て いた 。唐 では 米,銭 等 を支給 した が 日本 では 維等 布
類 や鍬 等 であつ た 。
季 緑 法 で 特 に注意 しなけ れ ば な らない 点は,大 宝,養 老二 令 で相違 す る ところ,前 者 で は支 給 条
件 と して の勤 務 日数 の規 定 と共 に2月 緑 に限 つ て で あ るが 前年 の考 第 を も参 照 し中下以 下 の もの に
は支 給 しない と定 めて あつた こ とで ある。条 文解 釈 の際 に も特 に上 の2令 で の相 違 を追 求 し,大 宝
令 での第 二 条件 が唐緑 制 に 忠実 で あつ た こ とに も とつ くこ と.し か し実 は,唐 制 では考 第中.上以 上
に は一 季 緑 を加給 す る定 め であつ た の で,大 宝 令は い わ ば 片手 落 の条 件 とも いえ るた め養 老令 では
廃止 され た よ うで あ るこ と等 を明 らか に し,且,外 位 の該 当 官人 に対 す る季 緑 支給 も内位並 み で あ
つ た ろ うと推 定す る考察 を も行 つ て齢 いた 。
第 二 章季 緑 法 の研 究(=:)本 章 では 第一条 に該 当 しない官職 に あ るも のの うち,内 舎人,別 勅
及 才 伎長上,兵 衛.宮 人 等 に対 す る給 緑法 を考察 した 。大 宝緑 令条文 の復 元,条 文 解 釈等 は全 て 第
1条 検 討 の場 含 と同 じ:方法 に従 つ た。 そ の結果,特 に重 点 を置 い た と ころは以 下 の如 くで あ る。
内舎 人 条 では,内 舎人,別 勅長上,才 伎長 上 の三 種 に類 別 され 第1条 の給 緑条 件 と関係 あ りと し
た こ とで ある 。兵衛 条 で は,大 宝 令 の方 が給 緑条 件 を きび しく してい る こと(上 日が 多 くなつ てい
る)及 び,老 第には 関 係 しない こと,等 を 明 らかに した 。宮人給 緑条 では,給 徴 は,男に 准ず る こ と、
宮人 へ の給 緑 のた め に基 準位 階 を規 定 した こ と,給 徴 には季 緑 関 係全規 定を適 用す るこ と,等 を指
摘'した 。そ して また,大 宝 令施 行後 の条 文規 定 の修 正 な どを も概 観 して 寿 いた 。
第 三章 季 緑支 給 の方 法,季 緑 は どの よ うな手 続 きに よつ て支 給 され るか を検 討す るこ とが本 章 の
目的 で あ る。支 給 時期 は 緑令 第二 条 か ら2月 と8月 とい うこ とが判 る が,支 給 が行 われ るため に と
られ る手 続 きにつ いて,半 年毎 の上 日は いか に して計 上 され たか とい うこ と,2月,8月 の支給 月
で の支給 儀 式 等 を特 に文 官(京 官)を 例 に と り,史 料 の関係 か ら延喜 式 を援 用 して詳細 に述 べ,更
に,当 日,支 給 され る官 人 の儀式 へ の 出欠 を も考察 して 於 いた 。
結 果 と して は,1月,7月 に各 官 司は半年 毎 の 官人 上 日を ま とめ,2月.8月 の3日 に式 部 省 に
通知 す る。 こ ＼で,上 日,考 第,犯 罪(有 無 また は判決)等 と支 給条 件 との 関係 を検 討す る。10日
に 緑 文(支 給 され る官人 姓名,品 目総 数.前 年 度 との緑 物 の増 減 等を 内容 とす る)が 太政 官 に提 出
され,15日 に少納 言 が豫 文 を 奏上 し(奏 事式 に よる),20日 に太 政官 は大 蔵 省に 季緑支 給 を命 じ,
22日,大 蔵 省 で支給 され る 。そ の際,同 省は 緑 物 を集 積 し,式 部 省 は支給 され る 官人 をひ きい.弾
正 台は 非 違 を 巡察 す る,等 が 明 らか に なつ た。
第 四 章季緑 関 係法 規 の 研究,緑 令 に は,季 緑 制度 に 関係 を もつ 法規 が以 上 の諸 条 の外 に も定 め ら
れ て い た。 そ れ ら4ケ 条 と考課 令 か ら求 めた1条 とを検 討 した。そ の5ケ 条は 緑令 の初 任 官条,
行 守条,応 給 緑条,奪 緑 条 と考課 令 の犯私罪 条 とで ある。
右 の 諸条 は,は じめて季 腺 を支 給 され る官につ いた場 合の給 緑法,官 位 不 相 当 の場 合ま た数 官兼
任 の官人 の給 緑法,犯 罪 を犯 し解任 或 いは解 任 に至 らざる も緑 を奪 われ る処分 の あ る こと.ま た.
考第 と給 隷 との関係,そ して 緑 を奪 われ る ことに なつた 場 合 の具 体的 規 定等 の 内容 を もっ てい るが,
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これ らは季 緑法 を考 え る場 合,当 然,考 慮 され ね ば な らない条件 な り事 態に処 す る方法 で あ り,従
前 と同 じ方 法 で検 討 し,季 緑 制 度 の理解 を一層 鮮 明 に した 。
第5章 食封 制 の研 究,多 種 の内容 を もつ食封 条 の規 定 す ると ころ も,ま た,:重 要 な給 与 に なつ て
い る 。本 条 の研 究 で重点 を置 いた とこ ろは,条 文 解釈 召1職 封 に は上 日を必 要 とせず 位封 等 も累給
され るこ と,(2)食 封 条 の注文(以 理解 官,致 仕 の もの には半 給 をみ とめ る)は 職 封 に のみ適 用 され
る こ と,(3体 文 の 「其無 故 不上 二年 者 則停 給 」 につ い て主 と して散 位 の ものに対 す る規 定 で あ るこ
と,等 を明 らかに する こ とで あつ た。
次 い で食封 制 の実 施 及び 制 度的 変遷 を述 べ,特 に位 緑 制は 大 同3年 ま で令 制が 行わ れ なかつた こ
と を指 摘 しえた。 支給 に つ い ては,緑 と封 戸 とに分 け て考察 した が,支 給 時期(緑 は10月 または11
月,封 戸 は任 官,叙 位 の と き)、 緑 の場 合,在 京,外 国 の有位 者 に分 け て具 体的 な支給 法 を明 らか
に した こ と,封 戸の場 含 には,令 条 文 に は明示 され て はい な いそ の点 定法 の 考察 に重 点 を置 き.特
に 天 平19年5月3日 に立 て られ た 制度 を重 視 し検 討 しこ ＼に封 戸制 の点 定 法 の固定 化 を求 め た 。封
緑 の支 給停 止 に もふれ,死 亡,解 任 等 の事 情 とそ の年 の封 緑 の収入 との関 係 に注 意 を払 つ た 。
第六 章 王緑,号 緑,功 封 ・その他 ・以上 に検 討 して きた条文 以外 の条文 を従 前 と同 じ手 法 で研究 し
た 。 王緑 にっ いて は それ が諸 王 に対 す る もの で あ る こ と,号 緑 につ い ては 女 性半 減法 は適 用 され な
い こと。功 封 につ い ては功 田 との 伝 世の 取扱 いの相違 な どを追求 した ので あ る。
第:二編 は,田 令 か ら位 田,職 田 に関 す る条文 を と りあげ研 究す るこ とで あつ た。
第一 章 で は,そ の制度 史 と して,唐 制 との 関係,特 に職 田 につ い ては,外 官給 田が大 宝,養 老二
令 で 名称 を異 にす る理 由,都 司職 田条 の狭 郷点 定 規定 の解釈,等 に 重点 を置 き検 討 した 。
第二 章は,支 給手 続 きにつ いて述 べ,支 給 時期 が資 格 取得 の と きで班 年 をまた な い とい うこ と,
点 定 の方 法(点 定予 定 地 は ど うい うもの か,畿 内,外 へ の 分給,点 定単 位,田 品,位 田帳,図 籍 へ
の登 録.無 主 田の 取扱 い 等 をふ くめて)を 詳細 に論 じた 。更 に,職 田 につ い ては,官 人 交 替 に 齢け
る職 田 の引 きつ ぎを 田令 の在外 諸司 職 分 田条,外 官新 至条 等 の規 定 か ら検討 して於 い た 。
第三章 では,位 田.職 田そ れぞ れ か らの 収益 を考え た。つ ま り。耕作 方法 や田 品等 か ら考 え,且
各 田 の税 の取 扱 いに ま で論 及 した 。
第四章 は,経 営上 の関 係法 規 と題 して,田 令 や賦 役 令 等 か ら関 係 条文 を求 めて,位,職 田経営 上
に発 生 を予想 され る事 態 の処 分 の仕 方 を明 らか に した。
第五章 では 収公規 定 を明 らか に した 。位 田 につ いて は即 収 が原 則 で あるが,現 実 的 には 資格 喪 失
後6～1年 の猶 予期 間 が あつ た こ と,職 田 につ い ては,太 政 官職 田 で以理 解 宮 した ものに は半 給 す
ると した こと,等 を特 に 指摘 してお・い た。
そ して.最 後 の結 論 は本論 の研 究結 果 の主要 点 を ま とめて,し め く くり と した ので あ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は.大 化改新を契機として質的変化をとげた当時の政治支配層(律 令官人)の 経済源が.
完成された律令制度に至つて,ど のような形態.内 容のものに集約.固 定されたかを明らかにしよ
うとtた ものである。そのために論者は,大 宝令の緑令.田 令等の関係条文をできるだけ復元 して,
養老令条文との比較研究を誇こない,さ らに大化.大 宝間の諸事情と中国の制度の影響とを能 う限
り調査 した上で,律 令官人給.与制度の内容とその実施状況を詳 しく考察 している。
論者は緒論において,こ の研究の目的,研 究史の回顧。研究の構成と方法誇よび律令給与制の本
質や給与主体についての見解 などを述べたのち,ま ず第一編を緑令の研究にあて.そ こに規定され
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てい る諸給 与,す なわ ち季緑(内 舎人.兵 衛.宮 人 の緑 を含む)と 食封 の各種 目を対 象 と して,そ
の条文 解 釈,支 給 方法,関 係法規 な どにつ き,六 章 に わた つ て老察 を澄 こ なつ てい る。 ここでは と
くに,季 緑条 の規定 に澄 い て,大 宝.養 老 両令 間 の相違 点 を詳 し く検 討 して,大 宝 令が 唐令 に な ら
つて2月 の緑 の支給 の際 に前 年 の考第 を考慮 に 入れ て い た ことを明 らか に して い る。 また外位 の季
緑 が 内位 に準 じて支 給 され た こ とを推 定 してい るこ と,位 緑 が大 同三年 に至 つ ては じめ て令 の規 定
通 りの品 目数 量 に なつ た こ とを論 証 してい る こ と,さ らに封 戸 につ いて,令 に 明示 され て い ない点
定法 の考 察 に重 点 を澄 い て い る こと,こ とに封 戸 が天平19年 以 降,封 主 との 直 接関 係 を まつ た く絶
たれ て,帳 簿上 の計算 に基 いて 国 衙か ら封 物 が送 られ る よ うに なつ た と推 定 した こ とは,王 緑 が 諸
王 のみ の給.与で あつ て,親 王.内 親 王 を含 ま なかつ た こ とをは じめて指 摘 した こ とと と もに,論 者
の創 意 と して注 目す べ き点 で あろ う。
次 に第二 編 は 田令 の研 究 に あて られ て いて,主 と して位 田 と職 田 に関 す る条 文 がそ の対 象 と なつ
て い るが,そ の条 文解 釈,支 給方 法,関 係 法規 な どのほ か に.収 益 の問 題や 収公 規 定 に まで 考察 が
及 ん でい る。 こ こでは と くに,位 田.職 田の支 給手 続 を詳 し く検 討 してい るが,こ こで も国 司が校
田 の際 に予 定 地 をあ らか じめ確 保 してい た こ とや,受 給 資格 が で きる と,班 田 の年 を待 たず に直 ち
に支 給 され た こ とを明 らかに した こ と,田 地経 営 上 の関 係法 規 を も詳 し く検 討 して い る ことな どが
注 目され る 。
これ らの研 究 に よつ て,論 者 は 律 令給 与制 の全 般 にわ た る詳細 な基 礎的 研究 に 成功 してい るとい
つ て よい。た だ 多 少 の難 を い うな らば,律 令給 与制 の本 質.支 給 の主体,諸 用語 の概 念規 定 な どの
問 題 を,本 論 の成果 の上 に立 つて,結 論 の と ころ で も う少 し詳 し く論述 す る こ とが望 ま しぐ.ま た
位 分.職 分 の資人 や功 田 につ い て の老察 も必要 で あ ろ う。 そ のほ か,大 宝令 の復 元は や や推 定 に ょ
りす ぎる嫌 いが あ り,ま た各給与 種 目の成立 につい て も,条 文 そ の もの の成 立 に限 定 しす ぎて いて,
大 化,大 宝 聞 の成立 過 程 につ い て の考察 が十 分 で ない 。 唐令 との比較 につい て も,さ らに検 討 を要
す る筒 所 が あ る。
この よ うな欠 点 が あるに して も,律 令 給 与制 の全 般 にわた つて 詳細 な基 礎 的研 究 を澄 こ なつ た の
は,学 界 で も本 論文 が最初 の こ とで あつ て,そ の 内容 も手 堅 く行 き届 いて 澄 り,ほ ぼ信 頼 す るに足
る もの といつ て よい 。条 文 の解 釈 や実 施手 続 の考察 も綿密 周 到 で あ るが,こ とに各条 文 のそ の後 の
実 施状 況 に つ い て,関 係文 献 を広 ぐ参照 して詳 しい検 討 をお こなつ てい る点 に 著 しい努 力 の あ とが
うか が われ る。論 者 は こ の論 文 のほ かに も,律 令 兵 制 や蝦夷 の問 題 につい て多 くの論文 を発 表 して
お り,こ れ らの 業績 を もあわせ 考 え,論 者 は文 学 博 士 の学位 を得 るに足 る学 力 を有 す る もの と認 め
られ る。
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